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1　はじめに
　近年、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（以後MRS
Aという）をはじめとする、種々の院内感染が社会問
題となっており、医療従事者の意識の向上と病院組織
全体での予防、対策が必要とされている。当院でも感
染症対策委員会の感染症ガイドラインに基づき、隔離
や消毒などが実施されている。
　患者は隔離を余儀なくされ、制限された日常生活を
送り、入浴も制限される。患者のQOLを考え感染症
患者入浴後の消毒方法を確立できれば、日常普通に入
浴できると考えた。感染症患者入浴後の浴室消毒につ
いては基準がなく、先行研究を参考に、13西病棟にお
いては、一般に消毒に使用されているハイジールとウ
エルパスを使用していた。しかし、その消毒方法が有
効であるか不明なままであり、また浴室の汚染状況の
把握もできていないのが現状であった。そこで今回、
浴室の消毒について以下の2点を目的とし、研究を行
った。
fi研究内容
1．研究目的
　1）現在より、感染症の菌が減少するか検出されな
　　い、浴室の消毒方法を選出する。
　2）短時間で浴室の消毒が出来る。
2．研究期間平成7年4月28日～平成7年12月8日
3．研究場所　13西病棟浴室
4．研究方法と結果
　1）研究1
　患者入浴後の浴槽の湯が、一番汚染されているので
はないかという仮説を基に菌種・菌数を知るため、患
者入浴後の湯を検体採取し、一般菌検査を実施した。
（のべ20人）
《結果》
　湯の中には、感染症の菌は検出されなかった。
　2）研究2
　研究1の結果から、浴槽の湯は感染症の菌には汚染
されていないことが解った。そこで、浴室の中で汚染
状況を知るため、6か所（浴槽の排水口・浴槽の補助
棒・タイル4枚・洗い場の蛇口・椅子・洗い場の排水
口）の検体を採取し一般菌検査を実施した。（のべ20人）
《結果》表1参照
表1　患者使用後の浴室菌検査結果
採取場所／分離菌 MRSA緑膿菌 かび等
浴槽の排水口 一 一 一タイル　4枚 一 4 一洗い場の蛇口 一 1 一椅　　　　子 『 1 一洗い場の排水口 一 4 一浴槽の補助棒 一 一 一
　3）研究3
　浴室の消毒にあたり、看護婦が勤務時間内に簡単に
実施でき、尚かつ、短時間で効果が高い消毒薬を選択
するため、患者入浴後に浴室を消毒清掃し、一般菌検
査を実施した。
　研究2の結果より、浴槽内の補助棒・浴槽の排水口
からの菌検出はなかったたあ、研究3の検体採取場所
を以下の通り決定した。各消毒薬にっき3人実施した。
（湯については2人）
　採取場所　シャワーのとって、・蛇口・タイル4枚・
洗い場の排水口・椅子
　薬品名、使用濃度、使用方法は表2参照
表2　消毒薬の使用濃度、方法一覧
消毒薬 蘇解 ％ 使　用　方　法
70％
Gタノール
一 70 専用にしたスポンジに液を500紹含ませ浴ｺ全体を清拭する。10分間おいた後シャワーを湯50度の設定にし流量を全開にして5
ｪ間流す
ビゴラックス 1000．06 100倍希釈で102、37度程度の希釈液を作
ｬし、均等になるように浴室全体にまき10
ｪ後、シャワーを50度の設定にして流量を
S開にして5分間流す
剥…職棲酬 一 一 家庭用浴槽洗剤100認を浴室の患者のよくﾚ触する部分（検体採取場所全体的に）い
ｫわたるようにして泡を立てて洗浄した。
ｻの後シャワーを50度の設定にして流髭を
S開で泡がなくなるまで流す
ハイアミン 1000．1 ビューラックス同様
5％ヒビテン液 1000．05ビューラックス同様
湯 一 ｝ シャワーを50度に設定し全開で10分間流す
ハイジール 1000．1 ビューラックス同様
一一@40　一
《結果》表3・4参照
表3　採取場所丁数
消毒菊！取鵬所 椅　子 蛇　口 排水口 シャワー～ド タイル 平均
70％エタノール 503．3 一 3．3 一 40 109．3
ビューラックス 6．7 265 825 246．7 226．7314
薙用鮪醜 41．7 63．31600 13．3 1025 528．7
ハイアミン 1021．6 3．3 1500 一 265 558
5％ヒビテン液 10 1003．31283．3 3．3 500 560
湯 375 550 1425 680 905 787
ハイジール 525 616．71500 666．7 925 846．7
表4　消毒薬別分離菌一覧表
単位：CFU／紹
消毒薬／分離菌 MRSA緑膿菌 かび等
70％エタノール 0 0 2
ビューラックス 0 4 3
家庭用浴槽洗剤 0 6 7
ハイアミン 0 6 4
5回目ビテン液 0 7・ 1
湯 0 2 5
ハイジール 3 3 3
4）研究4　消毒薬の選択
　研究3の結果から、効果の高かった70％エタノール
とビューラックスで、研究3と同様の一般菌検査を実
施した。70％エタノールにおいては、他薬剤より効果
が高く、2分の1本での効果確認のため方法に加えて
実施した。各消毒薬にっき6人実施した。
《結果》表5参照
　5）研究5　実施時間の測定
　研究4での消毒清掃時間は、一人の看護婦の実施に
より平均15分だった。
　6）研究6各病棟へのアンケート調査（回収率79％）
内容：感染症患者入浴後の浴室消毒実施の有無と、使
　　　用薬剤について
解答：何もしていない（7病棟）
　　　イソジンを使用した消毒（1病棟）
　　　ウエルパスを使用した消毒（1病棟）
　　　ハイジールを使用した消毒（3病棟）
　　　ウエルパスとハイジールを使用した消毒（1病棟）
　　　ビューラックスを使用した消毒（1病棟）
皿　考察
　研究1～4の結果により、従来使用していたハイジ
ールとウエルパスの消毒よりも70％エタノール及びビ
ューラックス消毒の効果が高いことがわかり、具体的
に現在実施している方法について評価できた。
　今回の研究においては、各消毒薬に検体数30と少な
いため70％エタノール及びビューラックスの消毒が最
適と言い切ることは難しい。しかし、それぞれの消毒
効果を比較したことで、7種類の中では70％エタノー
ル及びビューラックスの効果が高いということは明ら
かだと言える。
　今回、消毒薬選択時に条件統一のため、各消毒薬の
特性に対して対策を立てなかったが、ハイジールのよ
うに石鹸類によって殺菌作用を著しく弱める消毒薬に
おいては効果を上げるために、消毒前の石鹸分の除去
が必要になる。
　又、尾家重治らがMRSA患者入浴後の浴槽消毒に
ついて、「テゴー51などでの清拭、可能ならその後、
温水でリンス」と述べていることや、各病棟へのアン
ケート結果で、ハイジールを使用した消毒を実施して
いる病棟が多いことなどからして、適切な消毒薬選択
については、より一層の研究が必要である。
表5　採取場所別菌数
消熱／徽場所 椅　子 蛇　口 排水口 シャワーヘッド タイル 平均
70％エタノール
@500紹18．3 19．2 7．5 15．8 260 64．2
70％エタノール
@250紹508．3 16．7 786．7 2．5 135 289．8
ビゴラックス
2．5 19．2 18．3 10．8 5．8 56．6
単位：CFU／紹
V　おわりに
　浴室が感染の場であるかどうかは不明だが、明らか
に菌数は減少したので消毒効果はあった。湿度の高い
浴室で70％エタノールの効果が高かったということは、
湿度の低い場所の消毒ではもっと効果が期待できるの
ではないかと考える。
　今回の研究で70％エタノール及びビューラックスの
短時間の消毒により浴室の正数は減少した。今まで13
西病棟では裏づけのない方法で浴室消毒を実施してい
一41　一
たが、このように通常実施されている他の消毒方法に
おいても、裏づけをもって実施していくことが院内感
染防止の第一歩と考える。
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